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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 
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第４７号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □「来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デー」を開催します。 

 □「サイエンスパーク」に出展します。 

 

■トピックス 「北海道における空き家問題」 

 

■研究紹介 「積雪寒冷地域におけるアスファルトシングル葺屋根の適用性に 

       関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □新コーナー『ひとことエッセイ』 

 □６月の業務報告 
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   イベントのお知らせ 
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■【来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デーを開催します】 

 

 日 時 平成２５年８月３日（土）１０：００～１６：００ 



 場 所 北方建築総合研究所（旭川市緑が丘東１条３丁目１－２０） 

 

先月号で開催のご案内をさせていただきましたが、詳しい内容が決まりました 

のでお知らせします。 

今年度はどれも夏休み自由研究のテーマになるような１０の常設の体験・展示 

コーナー、コンクリート小物づくりやクイズ大会、研究所内探検ツアーなどを 

行います。 

この機会に「建築」について楽しく学んでみませんか？ 

詳しい内容については、ホームページをご覧ください。 

http://www.hri.pref.hokkaido.jp/130803koukai.html 

 

また、今年度も道総研の上川管内３機関（林産試験場、北方建築総合研究所、 

上川農業試験場）の３週連続リレー開催を行います。 

スタンプラリーを行い、３箇所全てにご来場いただいた方には、すてきな記念 

品をお渡しする予定ですので、多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

 

（企画課 酒井） 

 

■【サイエンスパークに出展します】 

 

 日 時 平成２５年８月７日（水） １０：００～１６：００ 

 場 所 札幌駅前地下歩行空間 

     北海道庁赤れんが  

 

先月号でお知らせしましたサイエンスパークの実施内容が決まりましたので、 

お知らせします。 

教室形式でさまざまな科学実験や工作体験ができる体験コーナー、簡単な科学 

体験もできる展示コーナー、そしてクイズ大会やゲーム等が催されるステージ 

コーナー等、盛りだくさんのイベントとなっており、北総研は展示コーナーに 

出展して建築のおもしろさをお伝えしたいと思っています。 

中には事前予約が必要なコーナーもありますので、詳しい内容については道総 

研ホームページをご覧ください。 

皆様のお越しをお待ちしております。 

http://www.hro.or.jp/information/event/201306241321.html 

 

（企画課 酒井） 
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   トピックス 「北海道における空き家問題」 
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日本の総人口が減少傾向に転じ高齢化が急速に進む中、空き家問題が全国的に 

クローズアップされています。 

住宅・土地統計調査によれば2008年時点での北海道における空き家総数は賃貸 

用を中心に37万4千棟あり、その内、使途の定まっていない空き家は10万9千棟 



に上ります。 

今後、北海道における人口減少と高齢化が加速度的に進行していくことは避け 

られませんので、北海道内の空き家の数も自ずと増加すると予想されます。 

 

空き家対策に関する全国共通の課題には、管理不全な空き家の増加による景観 

や防犯上の問題、財産権をはじめとする私権に対する行政対応の難しさなどが 

挙げられます。 

豪雪地帯である北海道ではこれらに雪による問題が加わるため、より深刻さが 

増しています。 

北海道では毎冬の降雪により空き家の倒壊リスクは無雪地に比べ遥かに高くな 

り、屋根からの落雪の危険性もあるなど、管理不全な空き家が隣地や道路に近 

接する場合には、地域住民にとって具体的な危険が生じ、大きな問題となりま 

す。 

このため空き家対策は建築ストックとしての利活用のみならず、除却を含めた 

地域の防災対策として取り組む必要があると考えます。 

 

このような背景から、空き家の危険度をどのように評価するのかなど、自治体 

の空き家対策を支援する研究を現在進めています。 

昨冬、所有者の許可を頂き、複数の空き家を対象とした屋根雪調査を行いまし 

た。 

その結果、屋根上の積雪重量については地上の55%～80%の範囲にあり、空き家 

では一般的な落雪屋根の仕様においても落雪が発生せず、地上の半分程度の積 

雪重量がありました。 

このため空き家期間が長く、雪下ろしなどの対応がなされていない空き家では 

雪荷重が繰り返し作用するため損傷が進む恐れがあります。 

今後も実態調査や自治体の空き家対策の動向を踏まえて研究を進めて行きたい 

と考えております。 

 

（環境Ｇ 堤） 
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 研究紹介「積雪寒冷地域におけるアスファルトシングル葺屋根の適用性に 

      関する研究」 
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北海道の都市部では、宅地狭小化によって勾配屋根の落雪住宅にできないこと 

が多い現状です。 

札幌市の場合、フラット屋根やＭ形屋根が新築の７割を占めています。 

これら屋根は、落雪の心配が少ない一方、すがもりや雨漏れのリスクが高いこ 

とが知られています。 

このことから、勾配屋根としながらも落雪しにくい屋根葺材や工法の提案が望 

まれていますが、技術資料が不足しているのが現状です。 

 

本研究は、本州地域などの少雪地で普及している粗面のアスファルトシングル 

葺の勾配屋根を主な対象に、積雪寒冷地域で求められる耐久性、滑雪性に関す 



る実験的検討を行っています。 

実験では、暖房された住宅の小屋裏を想定した模擬屋根で屋根雪の挙動を観測 

しています。 

また、雪の滑りやすさに影響する摩擦係数についても測定を実施中です。 

その他、積雪寒冷地域の屋根葺材に求められる耐久性に関する技術資料を得る 

ため、凍結融解試験や熱劣化試験、促進耐候性試験などを実施し、促進劣化試 

験前後における諸強度の変化などを測定しています。 

本研究で得られた知見は、当所で公開している以下の技術資料とともに、非滑 

雪勾配屋根とするための設計・施工資料として活用する予定です。 

 

現在の研究進捗については、北方建築総合研究所のホームページの他、以下の 

URLをご覧ください。 

http://www.hri.pref.hokkaido.jp/pdf/23nenpou/47.pdf 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jcsir/2012/0/2012_71/_pdf 

 

（環境Ｇ 高倉） 
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   最近の研究所の動き 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

■【ひとことエッセイ】  

 

今月より、新コーナー『ひとことエッセイ』を開始します。 

北総研の職員が日ごろ思っていること、感じたこと・・・そんなことについて 

綴ります。 

不定期連載ではありますが、どんな話題になるかは執筆者次第。皆様に楽しん 

でいただければと思います。 
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「北総研かわらばん」の新コーナーのトップバッターに指名されました、居住 

科学部長の能勢です。 

私事ですが旭川に来て１年と数ヶ月がたちましたが、旭川は２度目です。 

1度目は30年以上前ですが、前回住んでいた時には気づかなかった新たな発見 

（ちょっと大袈裟ですが）があります。 

 

実はわたくし旭川では車を持っておりません。 

という訳で、日常の移動手段はもっぱら自転車ですが、この街は自転車がとて 

も使い易い街だということを実感しております。 

30年前は車中心の生活をしていたので気づかなかったのですが、市内嵐山近辺 

などいくつかの例外はあるものの、街全体が押しなべて平坦で坂といえば旭川 

に多い橋を越える時ぐらい。 

それもそれほどの勾配ではないので、自転車があれば街のあちこちに、かなり 

遠くまで行ける街なんだ、ということを実感しております。 



これまで、札幌をはじめとして、室蘭、根室、岩見沢等々色々な街に住みまし 

たが、場所によっては結構起伏があって意外に自転車が使いづらい。 

そんな中で、自転車が使いやすい平坦な旭川という街、自転車が使い易いだけ 

じゃなく、都市の低炭素化を進める可能性も秘めている街じゃないか、旭川の 

そんな一面を改めて感じております。 

 

（居住科学Ｇ 能勢） 
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■【６月の業務報告】 

 

平成２５年６月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験 ２０件（累計４３件） 

設備使用  ４件（累計 ８件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ４件 

人数   ２５名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   １８件（累計５０件） 
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■【構造計算適合性判定センターから】  

 

□６月の判定業務  

受付   ４９件（６２棟）  

結果通知 ３６件（４８棟）  

 

６月の判定依頼は、工場・倉庫等の生産・物流系施設１４件、医療・福祉系施 

設７件、学校などの施設７件、住居系（一部事務所含む）施設９件、物販店舗 

等８件、その他でした。  

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は４２．３日、実判定日数  

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１３．２日でした。  

例年は６月に入ると依頼件数が減少する傾向にありましたが、今月の依頼件数 

は、やや減少したものの例年より多い状況にあります。 

判定できない旨の通知を発信してから、照会事項にご回答いただくまでの日数 

が長くなっており、総判定日数は依然長い状況が続いています。 

更なる判定日数短縮に向けた施策を施してはおりますが、引き続き皆様のご協 

力をお願いします。              

 



（構造判定Ｇ 渡邊） 
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■【編集後記】 

 

下川町で、先月から木質バイオマスエネルギーを使って暖房と熱を一元供給す 

る「一の橋バイオビレッジ」が供用されました。地域産業である林業を背景と 

したエネルギー自給を考慮した集合住宅であるとともに、高齢化・人口減少の 

著しい地域での集住化モデルとして、今後の管理や運営にも注目が集まってい 

ます。 

北海道では、近い将来６５歳以上の割合が５０％を超える集落の急増が予想さ 

れていますが、現時点で高齢化・過疎化する集落対策を実施している市町村は 

６２市町村（３５％）にとどまっているということです。 

集落の現状分析、将来予測、ビジョンそして対策となると、なかなかの難題に 

なりますが、地域性を活かした下川のような先進的取組は、新たな地域づくり 

に大いに参考になると思います。 

  

（企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


